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（12.10.改訂）

［用法・用量］
次の１回量を朝夕食後に水またはお湯でかまずに服用
してください。

＜用法・用量に関連する注意＞
（1）定められた用法・用量を厳守してください。

［保管および取扱い上の注意］
（1）直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓して保管してください。
（2）小児の手の届かない所に保管してください。
（3）誤用をさけ、品質を保持するために他の容器に入れかえないでください。
（4）湿気により錠剤表面が変色することがありますので、ぬれた手で触れな

いでください。
（5）ビンの中の詰め物は、輸送中の錠剤の破損を防止するために入れてあり

ますので、フタをあけた後は捨ててください。
（6）箱およびビンの「開封年月日」記入欄に、開封した日付を記入し、ビン

をこの文書とともに箱に入れたまま保管してください。
（7）一度開封した後は、品質保持の点から６ヵ月以内に服用してください。

なお使用期限を過ぎた製品は服用しないでください。

本製品についてのご相談は、お客様相談窓口までお願い致します。
お客様相談窓口　フリーダイヤル　0120－023520
受付時間　平日9：00～17：00（土、日、祝日を除く）

［成　分］ １日量（２錠）中
ビタミンＢ２リン酸エステル（リボフラビンリン酸エステルナトリウム）……38㎎
ビタミンＢ６（ピリドキシン塩酸塩）…………………………………50㎎
ビタミンＢ１硝酸塩（チアミン硝化物）………………………………20㎎
ニコチン酸アミド………………………………………………………40㎎
パントテン酸カルシウム………………………………………………20㎎
添加物として、乳糖水和物、セルロース、ヒドロキシプロピルセルロ
ース、無水ケイ酸、乳酸カルシウム水和物、ヒプロメロース、白糖、
タルク、酸化チタン、アラビアゴム、ポビドン、カルナウバロウ、ス
テアリン酸マグネシウムを含有します。

＜成分に関連する注意＞
本剤の服用により尿が黄色くなることがありますが、ビタミンＢ２リ
ン酸エステルによるものですので心配ありません。

［効能・効果］
™次の諸症状の緩和：
口角炎、口唇炎、口内炎、舌炎、湿疹、皮膚炎、かぶれ、ただれ、に
きび、肌あれ、赤鼻、目の充血、目のかゆみ
「ただし、これらの症状について、１カ月ほど使用しても改善がみら
れない場合は、医師または薬剤師に相談してください。」

™次の場合のビタミンＢ２の補給：
肉体疲労時、妊娠・授乳期、病中病後の体力低下時

年　　齢 １ 回 量 １日服用回数 
成人（15歳以上） １　錠 ２　回 
15歳未満の小児 服用しないこと 

ビタミンB２主薬製剤

ご使用前にこの添付文書を必ずお読みください。

また、必要時にそなえて大切に保管してください。

ストレス、病気、お酒の飲みすぎ、妊娠・授乳期、あるいは脂肪分の多い

食事をした時には、ビタミンＢ群が不足しがちです。ビタミンＢ２が不足しま

すと、肌あれ、にきび等の皮膚疾患や口内炎、目の充血、目のかゆみ等の症

状が粘膜に現われやすくなります。

ビタミンＢ２は皮膚の皮脂腺の働きを調節します。さらに、ビタミンＢ６は

ビタミンＢ２と働き合って皮膚の新陳代謝をよくし、またニコチン酸アミド、

パントテン酸カルシウムと共に皮膚や粘膜の症状

を正常化する働きがあります。

ビタミンＢＢプラス「クニヒロ」は、体内で吸

収されやすい補酵素型のビタミンＢ２リン酸エステ

ルを主成分とし、さらにビタミンＢ６、ビタミンＢ１、

ニコチン酸アミド、パントテン酸カルシウムの４

種類のビタミンＢ群を配合した製品です。

○セ ビタミンBBプラス「クニヒロ」
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（裏面もお読みください）

関係部位 症　　　状 
皮　　膚 発疹 
消 化 器  胃部不快感 

相談すること

［使用上の注意］

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなります）
１．次の人は服用しないでください。

本剤または本剤の成分によりアレルギー症状を起こしたことがある人。

１．服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直
ちに服用を中止し、この添付文書を持って医師、薬剤師または登録販
売者に相談してください。

２．服用後、次の症状があらわれることがあるので、このような症状の持
続または増強が見られた場合には、服用を中止し、この添付文書を持
って医師、薬剤師または登録販売者に相談してください。
下痢　

３．１ヵ月位服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、この添
付文書を持って医師、薬剤師または登録販売者に相談してください。

してはいけないこと
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